
① 事業者の概要 

Ｎｏ． 応募提案名 
地域の設計業者を束ねた FULL-BIM モデル構築と地方ゼネコンにおける BIM 規格の有効性確認及

び効果検証 

事業年度、型 令和４年度モデル事業 中小事業者 BIM試行型(令和３年度からの継続事業) 

事業者名 
美保テクノス株式会社、株式会社桑本設計建築事務所、株式会社平設計、有限会社亀山設計、ダ

イキン HVACソリューション中四国株式会社、ダイキン工業株式会社 

グループの関係性 PFI事業における鳥取県西部総合事務所新庁舎建設の設計、施工、維持管理担当。SPC構成員 

② プロジェクト・取組事例の概要 
本事業は、新築の公共建築物を対象とした、地元で 

活躍する Non-BIMユーザーである建築、構造、設備 

の設計業者を束ねてフル BIMモデルを構築し、地方 

ゼネコンにおける BIM規格の有効性とその効果検証を 

進めたプロジェクトである。 

 

 

■プロジェクトの基本情報       ■業務ステージ 

用途､床面積 公共建築物、3600 ㎡ 

構造種別､階数 鉄骨造、4 階 

区分 新築 

BIM 活用の位置づけ 
これから BIMを活用するプロジェクトにつ

いて検証 

主要なソフト Revit,Boot.one,T-fas,EnScape 

 

 

本プロジェクトの設計手法 
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 「BIMデータの活用・連携に伴う課題分析」の主な結果（一部を抜粋。詳細は検証結果報告書を参照） 

テーマ 

(分析課題) 

キー 

ワード 
課題分析の方法 課題分析等の結果（課題の解決策） 

NON-BIM ユ

ーザーとの

BIM を活用

した連携 

整合性 

CADデータを BIMの部材の 1つと

して取り扱い、不具合や元の CAD

データの情報が失われていない

か検証を行なう。 

構築した BIM モデルを元に施工

図を作成する。施工図を地元協力

業者に渡す際には、2次元データ

に変更し、不備なく効率的に CAD

データとして受け渡しができる

か検証する。 

本プロジェクトに携わった人は大なり小なり BIMの恩恵を

享受できていると考えられる。 

途中で事業担当者の入れ替わりも発生したが、ＶＲとムー

ビーでどういった建築物であるかの理解がスムーズに行

なわれた。 

クラウド環境は、使用していくうちに最新版管理ができて

いない状態が発生してしまった。コンサルと相談したとこ

ろ、自分たちが理解できていない部分に管理のための情報

があることが発覚し、改善手法の検討に着手した。 

BIM 規格に

よる効率的

なフル BIM

の構築 

規格化 

各設計事務所が作成した意匠、構

造、設備の設計図を基に、当社の

BIM規格にそってフル BIMモデル

を構築する。フル BIMモデルを基

にクラッシュチェックを行ない、

整合性の確保を行なう。 

各種情報をどの場所に格納するかを社内で定めることに

よって、同じファミリから設計、施工の情報を出力するこ

とができるようになった。また、Revit を使用するうえで

やりにくい部分は、Boot.one の新機能として開発を進め

てもらうこともあった。 

フル BIMによるフロントローディングも効果的で、大きな

トラブルとなる元を取り除くだけでも効果はあった。 

メーカー

(ダイキン

工業)との

BIM 技術連

携 

妥当性 

技術連携により、熱負荷計算、空

調設備の選定、空調設備の配置箇

所の選定を行なう。 

空調設備能力、配置箇所が影響す

る不具合がないか、着工前に整合

性を確保する。 

DK-BIMは無料ソフトでありながらも、持っている機能が多

く設備設計に非常に有益である。ただ、現状では使用しに

くい部分もあるため、そのあたりはメーカーへ直接フィー

ドバックを行なっている。 

④ 「BIMの活用、BIMを通じたデジタルデータの活用等の効果検証」の主な結果 （同上） 

検証内容 効果検証の方法 目標 結果 ポイント 

フル BIMに

よる建築生

産性向上 

設計：想定作業時間との比較 

施工：施工現場への聞き取り 

設計：作業時

間の 30％削減 

施工：手戻り、

手 直 し 回 数 

0回 

設計：

29.6％削減 

施工：手戻

り、手直し

回数 0 

設計：設計段階で詳細が決まっていな

い仮配置をわかりやすくする。 

施工：設計段階で大きなクラッシュを

取り除き、施工前に施工段階の調整を行

なう。 

建築生産フ

ロー構築の

ためのコス

ト把握 

フル BIM モデルを作成するた

めに必要となったソフトウェ

ア、スキルといった情報から、

BIM メリットを享受するため

に、必要なコストを算出する。 

必要なコスト  

1000万円以下 

1000万円

以下は可能 

条件は、①フル BIM モデルの構築、②

Revit の操作方法は習得済、③意匠、構

造、設備の 3名モデリング担当がいる。 

想定の範囲では、約 680 万円で構築は可

能。 

維持管理モ

デル構築に

おけるコス

ト把握 

元となるフルBIM モデルから

必要な情報を追加、抽出を実

施することで、維持管理モデ

ルとして構築する。 

必要なコスト  

1000万円以下 

1000 万 円

以下は可能 

既存プロジェクトからモデル作成するた

めの MatterPort の購入を含めても、構築

は可能。 

⑤ その他 
検証結果報告書 URL https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/001596715.pdf 

中小事業者の BIM の導入・ 

活用ロードマップ 
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